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	マウスの輪回し活動リズム実験、並びにCys414-Ala CRY1発現細胞（安井教授が樹立）やTgマウス肝臓を材料とした分子的解析のデータのさらなる補強と論文執筆を行った。
	糖尿病解析と並行して、代表者がこの課題のデータの補強と論文執筆を進め、とりまとめた結果を、代表者が8月にヨーロッパ時間生物学会（マンチェスター）で発表した。その折のHanspeter Herzel教授（ベルリン・フンボルト大学）との会話から着想を得て、論文原稿discussionの中に、同教授らの数理モデルからTgマウスSCNの挙動を説明する項目を追加して、原稿を完成させた。原稿はsleep and biological rhythms誌に投稿し、平成28年1月7日付でアクセプトされた。詳細は上...

